
　
中
津
川
市
・
恵
那
市
の
両
市
は
、
ご
み
処

理
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
共
通
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ
い
て

協
議
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
協

議
事
項
の
経
緯
お
よ
び
現
状
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　 

環
境
政
策
課
︵
☎
内
線

540
︶

　 

環
境
セ
ン
タ
ー
︵
☎
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ー
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︶

　
ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
に
つ
い
て
、
両

市
が
協
議
を
進
め
て
い
く
中
で
、
検
討
す
べ

き
項
目
や
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
両
市
で
異
な
る
ご
み
処
理
や
収
集
方
法
、

施
策
な
ど
を
比
較
し
、
検
討
項
目
の
抽
出
を

行
い
、
速
や
か
に
協
議
が
で
き
る
環
境
を
整

え
、
全
体
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

　
広
域
化
の
効
果
と
課
題
を
整
理
、
共
通
認

識
を
再
確
認
し
、
令
和
15
年
度
の
稼
働
に
向

け
、
今
後
の
ご
み
処
理
施
設
広
域
化
に
向
け

た
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
、
建
設

地
の
候
補
地
選
定
、
一
部
事
務
組
合
の
設
立

な
ど
に
必
要
な
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
両
市
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
供
用
開
始
か

ら
20
年
近
く
が
経
過
し
、
経
年
的
な
老
朽
化

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
に
お
い
て
も
、
﹁
ご
み
処

理
施
設
の
広
域
・
集
約
化
﹂
を
推
奨
し
て
い

る
た
め
、
広
域
的
観
点
か
ら
新
ご
み
処
理
施

設
を
建
設
す
る
た
め
の
協
議
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
令
和
元
年
度
、
中
津
川
・
恵
那
広
域
行
政

推
進
協
議
会
を
母
体
に
協
議
を
開
始
。

　
令
和
２
年
度
、
東
濃
地
域
廃
棄
物
処
理
事

業
対
策
協
議
会
幹
事
会
で﹁
地
理
的
条
件︵
所

要
時
間
・
距
離
︶
を
考
慮
す
る
と
、
中
津
川

市
と
恵
那
市
は
広
域
化
を
協
議
す
る
べ

き
。﹂
と
両
市
が
判
断
し
︵※

１
︶、
令
和
４

年
３
月
28
日
に
基
本
合
意
書
を
締
結
し
ま
し

た
。︵※

２
︶

　
基
本
合
意
書
締
結
後
は
、
両
市
に
お
け
る

環
境
部
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
協
議
を
重

ね
ま
し
た
。

　
先
進
地
視
察
で
は
、
広
域
化
の
進
め
方
に

つ
い
て
課
題
や
事
例
を
学
ん
だ
り
、
最
新
の

施
設
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
中
津

川
・
恵
那
広
域
処
理
施
設
の
建
設
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
知
識
を
習
得
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
１
月

・
中
津
川
・
恵
那
広
域
行
政

推
進
協
議
会
を
母
体
に
協

議
を
開
始

令
和
２
年
２
月

・
専
門
部
会
﹁
環
境
部
会
﹂

を
設
置

令
和
２
年
７
月

・
東
濃
地
域
廃
棄
物
処
理
事

業
対
策
協
議
会
幹
事
会
﹁
中

津
川
市
と
恵
那
市
は
広
域

化
を
協
議
す
る
べ
き
﹂
と

両
市
が
判
断
︵※

１
︶

・
中
津
川
・
恵
那
広
域
行
政

推
進
協
議
会
政
策
会
議
で

協
議
を
重
ね
る
。

令
和
４
年
３
月
28
日

・
基
本
合
意
書
を
締
結

令
和
４
年
５
月

・
広
域
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

委
託
業
務
内
容
を
協
議

令
和
５
年
１
月

・
先
進
地
視
察
︵
京
都
市
︶①

令
和
５
年
１
月

・
一
般
廃
棄
物
広
域
処
理
施

設
整
備
方
針
検
討
業
務
の

中
間
報
告

令
和
４
年
度
　
先
進
地
視
察

　
ほ
か
４
件

令
和
５
年
５
月

・
建
設
候
補
地
選
定
に
向
け

た
判
断
基
準
の
イ
メ
ー
ジ

検
討

令
和
５
年
７
月
６
日

・
先
進
地
視
察
︵
下
呂
市
︶②

令
和
５
年
７
月
11
日

・
先
進
地
視
察
︵
甲
府
・
峡

東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
︶③

令
和
５
年
10
月
５
日

・
建
設
候
補
地
選
定
に
向
け

た
判
断
基
準
の
イ
メ
ー
ジ

検
討
、
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
協
議

令
和
５
年
10
月
18
日

・
先
進
地
視
察
︵
滋
賀
県
草

津
市
︶④

令
和
５
年
度
　
先
進
地
視
察

ほ
か
１
件

・
全
体
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
策
定

・
ご
み
処
理
施
設
広
域
化
基

本
構
想
・
基
本
計
画
の
策

定
・
建
設
地
の
候
補
地
選
定

・
一
部
事
務
組
合
の
設
立

・
令
和
15
年
度
稼
働

基
本
方
針

①
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
、
中
継
施
設
、

最
終
処
分
場
お
よ
び
付
帯
施
設
の
建

設
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

②
新
ご
み
処
理
施
設
の
一
般
廃
棄
物
処

理
対
象
地
域
は
、
構
成
団
体
の
行
政

区
域
と
す
る
。

③
新
ご
み
処
理
施
設
の
稼
働
目
標
年
度

は
、
令
和
15
年
度
を
目
途
と
す
る
。

④
基
本
合
意
に
定
め
の
な
い
事
項
お
よ

び
疑
義
が
生
じ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、

構
成
団
体
で
協
議
の
上
、
決
定
す
る
。

ご
み
処
理
広
域
化
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
検
討
の
経
緯

ご
み
処
理
広
域
化
の

推
進
に
関
す
る
基
本
合
意

ご
み
処
理
広
域
化
の
必
要
性

ど
う
な
る
？
ご
み
の
処
理  

ど
う
な
る
？
ご
み
の
処
理  

ご
み
処
理
広
域
化
に
向
け
て

今
後
の
方
針

基本合意締結時

ごみ処理広域化に向けた現在までの主な動きと今後の見通し

①京都南部クリーンセンター
②下呂市一般廃棄物最終処分場
③草津市立クリーンセンター
④甲府・峡東クリーンセンター
⑤施設紹介を受けました。（甲府・峡東クリーンセンター）
⑥最新設備の見学をしました。（同上）

2019
（令和元年度）

2020
（令和２年度）

2021
（令和３年度）

2022
（令和４年度）

2023
（令和５年度）

2033
（令和 15 年度に向けて）

今後の見通し 建設候補地選定、施設内容の検討 先進地視察と方針検討 基本合意 広域化の検討、協議開始
ごみ処理広域化
の詳細は市ホー
ムページをご覧
ください。

︵※

２
︶

ごみを減らし、限りある資源を
好循環させる地域づくり

STOP!
食品ロス

できることから
始めよう！

　ごみをもっと減らし、リサイクルを進めること
で、より長くごみ処理施設と最終処分場を使うこ
とができます。
　私たち市民1人ひとりが、ごみを出している当事
者であるという責任と自覚を持ち、ごみを少なく
し、再使用を優先したライフスタイルへと変えて
いく必要があります。
　将来にわたった環境負荷の低減のために、資源
ごみの分別排出の徹底や、雑が
み・衣類のリサイクル、食品ロス
削減など、できることから取り組
みましょう。
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中津川市環境センター


